（報告書作成例）

生涯教育研修会
地域活動事業部
【目的】運動やスポーツによって身体活動量が多い人に対し、スポーツ栄養学を活用し、栄養補給や食生活など「食」にかかわるすべてについてマネジメントを行う。対象者は競技選手だけでなく、体育の授業が必須である小中高校生、健康づくりや生活習慣病予防のために 運動を行っている一般の人など、子どもから高齢者まで、運動やスポーツによって身体活動量が増加したすべてを対象に、健康の保持・増進、さらにはスポーツ活動・運動を支える栄養摂取についての基本的な知識を得ることを目的とする。
【開催日時、場所、参加者数】
日　　時：平成27年9月6日　9：30～16：40

場　　所：愛媛大学農学部　11番教室
参加人数：53名

主　　催：公益社団法人　愛媛県栄養士会
【講義内容及び報告】

・スポーツ栄養マネジメント（アセスメント）Ⅰ

高齢者総合福祉施設　砥部オレンジ荘　　栄養係長　上田　眞知子
・スポーツ栄養マネジメント（アセスメント）Ⅱ　　愛媛県栄養士会　　理事　兵頭　よし子
アセスメントやモニタリングから見えてくる選手の身体と生活の基本情報や、問診をする際の大事なポイントをおさえての分かりやすいお話でした。
・スポーツ栄養マネジメントの活用事例　　スポーツニュートリションM代表　　大田　美香

現在に至るまでの苦悩や葛藤など聞くことができました。選手と行動を共にしたり、よき相談相手として真剣に選手と向き合ってこそ、寄り添った指導が出来るのだなと感じました。

・スポーツ選手の食行動に着目した栄養サポート　

高崎健康福祉大学　健康福祉学部　健康栄養学科教授　木村　典代
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食行動を変容させる関わり方など、実践を交えて教わりました。行動変容させるための、ポジティブな言葉がけ、自身を持たせる働きかけ、心地よくなるごほうび、きっかけづくりなどとても参考になりました。普段の指導では、ついついメリットだけを強調してしまいがちになっていることに気付かされました。スポーツ選手だけでなく、子どもから大人まで全ての人達に活用できる手法が身に付いたような気がします。　　　　　　　　報告者　山本多津
